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作成日   平成 25年  2月 15日

訪問調査日 平成 25年  1月 25日

陽当たりの良い、明るいホームでゆったりと生活されている。体をしっかり動かし、掃除や体操、散歩、畑
仕事にと皆さん意欲的であり、身体レベルも維持されている。家族と共に過ごす機会として、バーベキュ
ウ大会やクリスマス会を毎年行っている。念願であった家族会も発足し、クリスマス会には家族会からの
出し物もあり、又利用者さんは､｢ビビディ・バビディ・ブー｣｢オブラディ・オブラダ｣の打楽器演奏に挑戦をし
た。クリスマス会に向けて毎日練習をされている表情は真剣そのものであった。職員は，中野市の伝説｢
黒姫物語｣の劇に取り組み、夜　ホームに集まっては練習をした。当日は合奏と劇は盛大な拍手を頂い
た｡利用者さんと職員が共に楽しみながら挑戦をする姿勢は素晴しいホームと自負している。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
高速道路の中野IC前を走る県道29号線沿いの高台に当ホームがある。他の施設に入居し一日と居られなかった方がこの
ホームを訪れたが、やはり車から降りようとしなかった。暫くしてトイレを使うためにホーム内に入ったがその顔は引きつり、
お茶を勧めても天井を見ているだけだった。しかし、利用されいる方の歌や演奏を聴くうちにその方は足でリズムをとり、表
情も和らぎ、やがて利用開始へと進むことが出来た。当ホームでは音楽療法を取り入れ、心身の癒し、症状の緩和に役立
ている。中学生が楽器演奏で来訪した時、AKB48の「桜の栞」を利用者と一緒に歌い、平均年齢85.9歳の利用者と一緒に
歌ったことに驚き、感動したようである。一曲をマスターするには数ヶ月掛かっている。職員は日増しに形になっていく利用
者の演奏を聴き尊敬の眼差しで見ている。「中野のこだま」と云えば「音楽療法を取り入れているホーム」といわれるほど広
く知れ渡っている。20坪の菜園があり、季節の野菜を沢山作っている。利用者は散歩のついでに野菜を収穫し、「今日も
いっぱい採れた」と喜び、涼しい時には草取りに精を出している。「ぼつぼつ種蒔きしないと」と利用者から促されることもあ
る。菜園で採れた新鮮な野菜は様々な料理となって食卓を飾っている。訪問看護師が週一度来訪し利用者の健康管理や
職員の相談にも応えているが、利用者に変化があれば主治医や協力医療機関とも連携し利用者の安心安全をバックアッ
プしている。行事で家族が集まり家族交流が始まり、家族会が8月に発足したことで利用者、家族、職員そして地域の人々
とのふれあいが更に深まっていくことが期待される。

基本情報リンク先

長野県中野市大字草間1071-4所在地

グループホームこだま

1  1  1  1  自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび外部評価結果外部評価結果外部評価結果外部評価結果

2071100321

法人名 有限会社ウェルフェアー・こだま

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

長野市松岡1丁目35番5号

コスモプランニング有限会社

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/

評価結果市町村受理日平成 25年  1月 15日 平成 25年  3月  8日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聴いており、信頼関係ができてい
る
（参考項目：9,10,19）

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が
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　（別紙）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59


